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~子どもの体力向上に向けて～



はじめに

「健康・体力」は，『確かな学力」「豊かな人間性」とともに「生きる力」を支える土台

となるものであり，子どもの健全な成長を図ろ上で極めて重要なものです。その子どもの

体力の低下が叫ばれて久しいなか，平成20年度に，文部科学省による「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」が実施され，本県の小・中学生の体力面の弱さや運動習慣・生活習

慣等に関わる課題があることが明らかになりました。

この調査結果を受けて，県教育委員会では，本県の子どもの体力向上を図るための施策

が必要であると考え，「子どもの体力･連動能力向上対策委員会」を立ち上げました。当委

員会で，本県の子どもの体力調査結果を分析し，課題・対策を検討していただき，その結

果を，「子どもの体力向上支援プラン」としてまとめました。

次代の徳島県を担う，健康でたくましい子どもを育てるために，我々大人が本気で取り

組んでいかなければなりません。

各学校におかれましては，本プランを基に現在の取組を再検討し，子ども自らが楽しん

で取り組める体育活動を計画していただくとともに，家庭・地域社会・スポーツ関連諸機

関と連携を図り〆運動好きな児童・生徒の育成のために，協力体制を整えていただきたい

と思います。関係の皆様には，これまで以上の御支援を賜りますよう，よろしくお願い申

し上げます。

最後になりましたが，公務御多用にもかかわらず，本「支援プラン」策定に御尽力いた

だきました対策委員会の委員の皆様方に，厚くお礼申し上げます。

平成22年３月

徳島県教育委員会

教育長福家清司
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＞雇 塾く子ど宅の紘力向上支纏プラン子 ン

フラン策定の背景

Ｉ子どもを取りまく環境の変化

「運動時間」「運動空間」「ともに運動する仲間」の減少．体力の低下，
牛活習慣の乱れ

2．徳島県の児童生徒の体力・運動能力等の現状
ほとんどの体力テスト項目が全国平均を下回る

運動を「よくする子」と「しない子」の二極化傾向が強い
朝食を「毎日食べる」児童生徒が全国平均より少ない
徒歩で通学する児童生徒が全国平均より少ない
肥満傾向児の出現率が高い

子と毛の仙力・運動能力向上対策善昌呈

重点課題

○学校体育の充実
○運動機会を増やすための環境づくり
○望ましい生活習慣・運動雪'|胃の啓発

学鮫伽盲の充実

'帛薑牛祥の実態把握 体力つくりの情報提供

と教職員の研修の充実
体育・保健体育授業
の充実 運動部活動の充実

各種関係団体との連携

､１
運動磯会を増やすための

環境づくり
望ましい生活雪l償・
運動習椙の啓発

保護言への啓発活動
食育の推進運動部に所属していない

中学生・高校生の運動
徳島

市町

徳島県教育委員会

市町村教育委員会
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； ；地域のスポーツクラブなどとの連携 県民への啓発

仙力つくり運動プログラムの作成・普及・実践

｜小学校用ﾌﾟ□ｸﾞﾗﾑ 中学校用プ□グラム

Ｉ



子鰹穐の燃力脚上灘鵜プ罰ン鰯噸⑪③⑳蝋⑰

Ｌ策定の背景

ｌ子どもを取りまく環境の変化

ｒどもを取りまくﾉﾋliIi環境や社会的環境は，ここ１－数年で大きく変わってきました。

経済的発展や科学技術の進歩によって生活が便利になったことや，少ｆ化による遊び机

下の減少や遊びの質の変化等によって，日常生活の''１で体を動かす機会が減少していま

す。特にスポーツや外遊びに不可欠な要素である．「運動時間」「運動空間」「ともに運

動する仲間」が減少しており，体力低下の大きな原因として指摘されています。

また，生活様式の多様化によって，人人のライフスタイルが子どもの生活に影響を及

ぼし，子どもの食事やI|唾''1ｔなどの基本的堆活習慣にnＭしが/'２じています。

2．徳島県の児童牛徒の体力・運動能力等の現状

平成20年度全院1体力・逆､１１能力，運動習慣等調査の結染。（小'ﾃﾞ:５年生・中学２年生）

【体力に関する調査結果】

表１新体カテストの平均値（小学５年生）
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表２新体カテストの平均値（中学２年生）
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、小学５年生では，女子の握力．ソフトボール投げで，全国平均を上回っていますが，

他の種目では，全IKl､ﾄﾞ均を下回っています。

．，li学２年生では，川次の握力が全国平均を':''１'っていますが,他の極'１では全国平均

を下回っています。

【運動習慣などの調査結果】（抜粋）

表３生活習慣・運動習慣（小学５年生）
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表４生活習慣・運動習慣（中学２年生）

１日I1uib時間朝食の彌濡１日雇饅時間１登校方法
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･毎、運動する子どもと連動しない子どもの述動習慣の二極化がみられます。

･朝食を毎日食べる「どもが全|論1平均より少なくなっています。

･通学方法では，徒歩の比率が全|聖|平均よ1)少なく，小学生は自家111束など，中学生は
自転車の利用率が海〈なっています。

3．徳島県の肥満傾向児の出現率の推移

図３肥満傾向児の出現率図４徳島県の肥満傾向児の出現率の推移
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平成20年度男女計(学校保健統叶より:５歳～１７銭の平均）
（文科省式肥満度2096以上）

Ｈ１ＺＨ１３Ｈ１△Ｈ１５Ｈ１６Ｈ1７Ｈ１ＢＨ１ｎＤイク、

(徳島県医師会生活習慣病予防対策委三会資料より）

徳島県の５歳～17歳の肥満傾向児の出現率は全国的にみても高くなっています。しかし，

年次推移に注目すると，家庭・学校・医師会等の協力による継続的な''二ii1i｢習慣病了防対策
活動によ')，徐々にllUiiMi傾向児の出現率は減少しています。

以上のような背景を踏まえて，県教育委貝会では．平成21年度に「･ｊｃどもの体力・運動

能〃向上対策委員会」を立ち上げ，『子どもの迎動習慣の確立の支援」を行うために「子ど

もの体力向上支援プラン｣を策定し,体力ifＩ上への取組を計画的に行うことといたしました。
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Ⅱ重点課題

全|荒'の体刀iiH在結jlLにおける，徳島県の児童生徒の体〃・運動能力の平均｛||【は，多くの

極'三|において全国平均より低い状況ですが，その雄はわずかなものです。そして，そのわ

ずかな差を縮めていくことが，健卜i〔的な子どもを育てる一歩と考えます。巡動WV慣をつけ

ることや運動感覚を謎うことで，運動を｣z手にできる体が形成され．子どもは体を動かす

楽しさを味わえるようになります。運動が楽しくなれば，子どもはより積極的に運動に取

り組むようになり，体ﾉjも向上していきます。－人ひとりの体力に、を向け，地道な努力

を続けることが生活:iWl職病の予防につなが{)．その結果,子どもが将来,健康的な生活を送

ることのできる資質を養うことになると考えられます。

Ｉ学校体育の充実

新学習指導要領では，小学校・中学校ともに体育の授業時数が増えることになりました。

国を挙げて，体育学稗の大切さを重要視していることの表れでもあります。体育の授業で

は，よ{)充実した授業内容と，教師の指導力|ｲﾘ上が求められています。また，学校生活の中

では，体育授業の他にも，,休み時間等の運動あそびや，放課後の運動部活動，体育集会や

水泳人会･マラソン入会などの体育的活動があります。これらを総合的に考え，教職員がそ

の蔽要性を共通王｢H解したうえで，効果的に体ﾃﾞｱ的ilIimllを行っていくことが大切です。

2．運動機会を増やすための環境づくり

子どもの連動の機会は，驍校生活の中に限られたものではありません。Ⅲ常生活では，

毎口の徒歩通学やＦ１転了に通学，掃除など家事の下伝い，犬の散歩などがあげられます。休

日には，スポーツ少ｲ1掴や地域のスポーツイベントへの参加，ハイキングやiｉｆ水浴などの

身体運動を伴った活動，地域のスポーツクラブの活、など，様々な運動の機会が考えられ

ます。これらの機会を，それぞれの状況に応じて，誰もが気軽に利用できる環境づくりが

大切です。「運動時|Ｍ１」「運動できる空間」「ともに逆動する仲間」の３つの条'''二を整備・允

実していくことがこれからの大きな課題です。

3．望ましい牛活習慣・運動雪'|貴の啓発

ｊこどもの基ｲに的生活稗憤の確立には．保護券が上体となって。子どもを文援することが

大切です。多様化した大人のライフスタイルに合わせて，子どもの就寝時間が遅くなると，

十分な睡眠時間がとれなくなります。そうすると潔朝の起床時間が遅くなり，食欲が減退

した})，朝食を摂る時|H1が確保できなくなります。食:調のバランスが崩れ，排便習慣の乱

ｵしにもつながります。

また，運動不足が脳や心の発達に影響を及ぼすことへの社会的な認知度が-|･分でなく，学

ﾉ｣に比べて，運動・スポーツを軽視する傾向があります。しかし，健康的なﾉＩｆｉ１'iを送る大

前提の「健康的な体つくり」ができていなければ，学稗を効果的に根気よく続けることが

できません。「健康･体力」は「確かな学力」・「豊かな心」とともに．子どもの「生きる力』

を育む上で大切な要素の一つです。

こうしたことから，・体力lf1]上や基本的な生活習憤確立の重要性を，保護群はもちろんの

こと，地域社会にも再発し，理解・協力を求めていきます。
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、体力向上支援プラン

1．学校体育の充実

①児童生徒の実態の把握

体力lri]上にｌｉＩけては．まず児童生徒の実態を把握することが大切です。体力調査等を

継続的に行い，結果を分析し，各学校・個人の課題を明確化することで，課題に応じた

取組を効果的に実施することが可能になります。木プランでは，各佼が実態把握しやす

いようなデータの集!;卜分析の支援や情報提供を行います。

○各学校での継続的な体〃テストの実施を推進します。

○各学校で行った体力テスト結果の集計･分析を迅述化するための，iE子ファイルによる

データ処理システムを作成します。

○｣'･どもの体ﾉﾉ|イリヒのためのホームページを開設し，徳1島』↓下の小!\螢凡罰・中学生・高校
生の体力テス|､の集｢;|結果を掲載し，各学校に情報提供をliXlります。

②体力つくりの情服提供と教職員の研修の充実

体力向上の取組は，体育の授業だけでなく，学校の教青活動全体で取り組むべきもの

です。教職員が子どもの体力低|､~に対する危機感を共有し，学校での体育的活動を計両
的に取り組むことができるような支援を行います。

○学校行1;等での取組事例を紹介し，学校独自の取組が計画的に実施できるようにしま
す。

○体力向上の必要性について．’体育授業担当教員だけでなく，すべての教職員の理解を
得られるよう．資料提供や研修の場を設けます。

③体育・保健体育授業の充実

体育の授業は，すべての児竜生徒に与えられた運動の機会です。新学諏指導要領では，
小・'１１`ﾃﾞ:枝の体育の授業時数が増加しており，より允突した内容が求められます。各種
の講習会や研修会を通して，教員の指導力ＩｉＩ上を支援するとともに，新験習桁導典領が
スムーズに移行・災施できるように，内容の周知徹底を図ります。

また，保健':j鋼を｢E視し，児童旋徒に健康・体ﾉ｣の１１典性を1111W|{させ，実践力を持た
せる授業づくりを文援します。

○小・''１(j４校に「体力つく})運動プログラム」をiWijし，授業で|円)｢Ｉするための研修会
を開催します。

○小学校の｜体〃つくり運動プログラム」の実技講習会をブロック別に実施し，普及を
図ります。

○外部識liliiの詔へい等により，体育実技講習会の内容を充実させ．教員の実技指導力の
IiU上を図ります。

○新学課脂導要領へのスムーズな移行のため，教育課程研修会などで指導lﾉj容の周知徹
底を同ります。

○平成24年度からの中学校の武道・ダンス必修化に向けて，Ｉｆｌの文援を受けながら，保
健体育科教員の研修会や，授業に役立つ資料提供・環境整I1iliなどをすすめます。

○体育の授業に外部識師を派遣し，専門的な指導の機会を得ることで．児童生徒への指
導とともに，教員の指導力向上に役立てます。

○「体育・保健学iP1」の充実を回るため，徳島県立総合教育センターの，カリキュラム
サポートセンターなどと連携して，授業計ilmなどの情報や盗|;:}の捉供をします。
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④運動部活動の充実

スポーツ関連諸機関と連携し，運動部活動の充実を支援します。

○競技団体等と連携し，指導者の資質向上を図るとともに，外部指導者の積極的な活用

を図ります。

○競技団体等と連携し，一貫した指導体制の櫛築に努めます。

○スポーツドクター・トレーナー・栄養士等の専門機関と連携し，科学的な支援を推進

します。

○少子化による部員不足等への対応として，複数校合同運動部活動を推進します。

○複数の種目に取り組むことができる総合運動部の推進を図ります。

○体育的活動・運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携・協力を図ります。

２運動機会を増やすための環境づくり

徳島県の体育･スポーツ施策の大きな指針である『とくしまスポーツ憲章』を推進し，学

校・家庭・地域・行政が連携して，放課後及び休日に連動・スポーツに親しむ機会の充

実を図ります。

○県・市町村が，保護者を対象に，子どものスポーツ活動の重要性に関する啓発活動を

行います。

○トップアスリートとの交流を通して，運動の楽しさを伝え，子どもに夢と希望を与え

る取組をしていきます。

○地域のスポーツイベントやスポーツ施設の利用等について，広報紙やホームページを

活用して，情報提供の充実を図ります。

○（財）徳島県体育協会，徳島県スポーツ少年団，（財）徳島県スポーツ振興財団，徳島
県体育指導委員連絡協議会，ＮＰＯ法人徳島県レクリエーション協会等のスポーツ推

進団体と連携し，成長段階に応じた体iliI整備，また運動機会が少ない子どもを対象と

したスポーツ環境の整備を図ります。

○学校と地域で活躍できる指導者の養成・確保を図ります。

○「放課後子どもプラン推進事業」「学校支援地域本部事業」等を活用し，地域ぐるみで

子どものスポーツ・運動あそびを推進します。

○「『阿波っ子すだち（巣立ち）宣言ｊプロジェクト」を推進し，子どもたちが自主的に

体力つくりに取り組む活動を支援します。

○子どもが体を動かしたくなるようなスポーツ施設の整備・充実に努めます。

○子どもが,スポーツ活動に対して興味関心を高め，定期的に実践し，生涯にわたってス

ポーツと親しむために，総合型地域スポーツクラブとの連携･協力体制の構築を図りま
す。

ａ望ましい生活習慣・運動習慣の啓発

①保護者への啓発

学校便りや，ＰＴＡ活動の研修会等で情報を提供し，啓発に努めます。

)②食育の推進

栄養教諭や学校食育リーダー等と連携を図り，健康な体つくりのための食育を推進し

ます。

③県民への啓発

県民に向けて，広報誌やホームページを通じて，地域での子どもの体力向上の諸施策に
ついての理解と協力を求めていきます。
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【資料】

平成21年度全国体力・運動能力、運動習I眉等調査における徳島県の結果について

蝋体力に関する調査結果（公立学校のみ）

新体カテストの平均値（小学５年生・中学２年生）

握力

(kg）
上体起こし

（回）

長座体前屈
（c、）

反復償とび

（点）

師ｼﾏﾐ.ゾラン

（回）

50ｍ定

（秒）

立ち輻とび

（c、）

ソフトボール

卿ブ(､）

得点合計
（点）

小学５年生

男｜県’１６７３１１８００１３１３７１３８９９１４４０５
〒｜全国’１６９６１１９２８１３２５５１４０８１１５００８

9.491150］３１２４６７１５１８Ｃ

９３７１１５３６４１２５４１１５４１９

女｜県’１６２５１１７]４１３５６１１３６．７２１３４．７１973114351115.00’５２９８
〒｜全国’１６３５１１７６５１３６６２１３８４８１３８７３９６４145]１１１４６２１５４５９

握力

(kg）
上体起こし

（回）
長座体前屈

（０m） 反霧十び|篭Fl21WiM,
50ｍ定

（秒）

立ち幅とび

（０m）

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

節(､）

得点合計

（点）
中学２年生

男｜県’３０．７３１２４６０１４２．０９４９.９６１４０６０８１７７５６８０７１９１．８２１２１]039.97
子｜全国’２９.8２１２６７３１４２９１５０５０１３９６１９１８３２７８０５１９４６２１２１２７４１３６

女｜県２４２１１２０３１１４３４９４３８６１３０７.９３１４９７１９．０２１６２５５１１３２４４５ﾌ９
子｜全国’２３９８１２２０８１４４８９４４５６１２９４２５１５６３５８９０１６６０２１１３４０４７９４

○実技に関するi;l1Wf令体について

小学校では，女．｣ぬのソフトボール投げで，全国平均を上同っているが，他の祁目は，
全国平均を下lmlっている。

中学校では，ｿj次の催〃が全|聖1平均を上回っているが,他の種ロは，全国平均を下|TTIっ
ている。

剛運動習慣などの調査結果（公立学校のみ）
○小学校

・運動部所偶率は，全国平均より低い。

運動実施状況は，「椋１－|実施する」と｢運動しない｣児童の割合が，全国平均より高い。
また，111の運動時ｌｌＩ１についても「２時間以上」と「30分未満」の割合が，全図平均
より高く，二極化傾向である。

土・ロ雌｢1の遮動実施の「､r均時ｌＵＩ１」は，男子が約３時間，女子が約２．５時'８１程度
で，日畷日の女子の実施時間以外は，全国平均よ1)短い。

・生活習慣では，朝食の摂取について「毎Ｈ食べる」の割合が，全国平均より低い。
睡眠時間は，「６～７時間」の割合が，全国平均より高い。（睡眠時間が短い傾向に
ある）肥満度は，全国平均より高い。

・体育授業について，「楽しい」と感じる女子児童の割合が，全国平均より高い。
,体育授業で学翻した逆動やスポーツについて，「体育以外にしている」児竜の割合が，
全国平均より問い。

○中学校

・運動部所楓率は，男子で全阿平均より高い。

巡動実施状況は，「運動しない」生徒の割合が，全国平均より高い。
平'１の運動災施'1数は「週５日」の割合が，全国平均より高い。
「始業前突lUjMlM｣は,全Ｉｊｉ１平均より短いが,｢放課後実施時間｣が全|玉|平均より長い。
上・「l11ll1llの巡動ｼﾞﾐ施の「ル１回」の割合は，全国平均よ1〕高いが，「平均時間」は，
約３時''１１で全|砥1平均より短い。
運動の得懲・不得意については，「得意」の割合が，男j全で今|茎I､ﾄﾞ均よ1)低い。

・生活習Ifl(では，’|ﾘ1食の摂取について｢毎日食べる｣生徒の割合が，全同平均より低い。
lIjill艮時'''１は，「611＃'１{1未満｜の割合が，全|宅|平均より高い。（睡眠時間が短い傾lrijに
ある）１１１１満庇は，全ＩＨＩ､ﾄﾞ均より高い。
・体育授業について、「楽しい｜と感じる生徒の割合が．全国平均より高い。

７

小学５年生
握力

(kg）
上体起こし

(回）

長座体前屈

（c、）

反復償とび

(点）

鋤ｼｰﾄ1Ｊﾗン

(回）

50ｍ走

(秒）

立ち這とび

(c、）

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

段|ブ(､）

得点合計

(点）

男
子 県

全国

6.73

6.96

18.00

1９２８

3１３７

3２５５

3８９９

40.81

44-05

5(108

4９

3７

50］３

53.64

24.67

2５４１

51.80

54.19

女
子 県

全国

6.25

6３５

17Ｊ４

１７６５

35.61

3６６２

36.72

38.48

34.71

38.73

7３

6４

43.51

45.11

15.00

1４６２

52.98

54.59

中学２年生
握力

(kg）
上体起こし

(回）

長座体前屈
(０m）

反復iiiとび

(点）

持久走

（秒）

､mｼｬﾄﾙ

ラン(回）

50ｍ定

(秒）

立ち幅とび

(０m）

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

鮒(､）
得点合計

(点）

男
子 県

全国

30.73

29.82

24.60

2673

42.09

4２９１

49.96

50.50

406.08

396］９

77.56

8３２７

8０７

8.05

191.82

194.62

1］0

１２７

39.97

4了.3６

女 県 24.21 2０３１ 4３４９ 43.86 307.93 49.71 9．０２ 162.55 〕２４ 45.79

子 全国 23.98 2２０８ 4４８９ 44.56 294.25 56.35 8.90 166.02 〕､4０ 47.94
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